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自己紹介

 石川県金沢市出身

 教育工学（人はどうやったらよ
く学べるか）が専門

 民間企業（4年）、事務職員
（10年）、教員（8年目）。現在
はFD・IR・教学マネジメントな
どを中心に担当

 著書に『シリーズ大学教育の質
保証2 学習成果の評価』（編
著）、『大学SD講座４ 大学職
員の能力開発』（共編著）、『大
学FD入門』（分担執筆）など 2



本トピックのねらい

 内部質保証、FＤ、IRの定義

 FDやIRと内部質保証との関連

 FDやIRを内部質保証につなげる過程
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内部質保証

 大学等が、自らの責任で自学の諸活動について点検・評
価を行い、その結果を基に改革・改善に努め、自ら質を保
証すること

 教育の内部質保証とは、大学等の教育研究活動の質や学
生の学習成果の水準等を自ら継続的に保証すること

 それぞれの教育課程の編成・実施に責任をもつ組織が、
当該課程における教育研究への取組状況や、学生が身に
付けるべき能力や課程における学習成果等を分析・評価
して改善に活かすとともに、大学等が各教育課程におけ
るこうした取組みを把握し、総体として改革・改善の仕組
みが機能していること、及びそれによって、教育研究の質
が確保されていることを保証する責任を有する。

（大学改革支援・学位授与機構 2021）
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FD（Faculty Development）

 法令上の位置づけ
・「大学は、学生に対する教育の充実を図るため、当該大
学の授業の内容及び方法を改善するための組織的な研
修及び研究を行うものとする。」

 機関別認証評価の基準
・「組織的に、教員の質及び教育研究活動を補助する者の

質を確保し、さらにその維持、向上を図っていること」

・「教育研究活動等の改善・向上、活性化につながる取り
組みを組織的かつ多面的に実施し、教員の資質向上に
つなげていること」

・「教育内容や方法を改善するための研修・研究を教職協
働で組織的・計画的に実施し、見直しを行っているか」

（大学設置基準第11条2項)

5

（大学改革支援・学位授与機構)

（大学基準協会)

（日本高等教育評価機構)



IR（Institutional Research）

 定義
・「機関の計画立案、政策形成、意思決定を支援するため
の情報を提供する目的で、高等教育機関の内部で行われ
る調査研究」

・「高等教育機関において、機関に関する情報の調査及び
分析を実施する機能又は部門。機関情報を一元的に収集、
分析することで、機関が計画立案、政策形成、意思決定を
円滑に行うことを可能とさせる。また、必要に応じて内外
に対し機関情報の提供を行う」

・「一般に、教育、研究、財務などに関する大学の活動につ
いてのデータを収集・分析し、大学の意思決定を支援する
ための調査研究を指す」

（Saupe 1990)
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（中央教育審議会 2018)

（中央教育審議会大学分科会 2014)



内部質保証体制の中のFD・IR

出所：近畿大学Webページ
（https://www.kindai.ac.jp/about-kindai/disclosure/policy/quality/） 7



IRデータを学部内で共有するFD
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カリキュラム開発支援セミナー

 概要
・カリキュラム開発に関する基礎知識の習得と、カリキュラム
に関する現状の課題発見と見直しを行うFDとして、2024
年度から開始
・主な対象は、各学部・研究科の学部長補佐や教務委員長、学
生センター職員
・2024年度は「3つのポリシーの意義と策定方法」、「カリ
キュラムとしての学修成果の評価方法」をテーマに実施
・2025年度は、各学部・研究科の3つのポリシーとアセスメ
ントプランのピア・レビューを実施
・ピア・レビューをもとに3つのポリシーとアセスメントプラン
を各学部・研究科が見直し、2027年度から新ポリシー／プ
ランを運用する見込み
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カリキュラム開発支援セミナー
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IRに基づく改善事例

11

（林 2024を一部省略）

学部
数

設置
形態

学部
系統

すぐれた実践

6私立人文アンケートの結果により明らかにされた在学生や…関係者
の要望に基づき…科目編制を見直し

6私立人文教育データを必要に応じて活用しながら授業改善や学習支
援を行いつつ、4年に1回の頻度でカリキュラム改定

1国立社会教育プログラム評価に基づく新たなプログラム開発として
…AP事業の後継事業としてグローカルコースを開設

4私立理工学習成果の可視化が自動的に行われており、その結果を自
己点検評価で改善に活用

12国立総合学生の学びや卒論に関する調査を踏まえ、学際性・総合性を
推進する…学生も参加する学際性推進のプロジェクトを開始

2公立芸術授業評価で評価が低い、あるいは急に下がった科目につい
て自己点検評価委員会で改善を指示し…改善

2公立芸術2年次のコース選択で、希望するコースとそうでないコース
が出てくる。その結果が…基礎演習の内容の改善に



改善

あるべき姿（To Be）

課題

現状（As is）
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・問題解決のTo Do

問題



教務系職員がかかわりうるポイント例

 内部質保証、FD、IRに関する情報収集
・政策文書の確認
・他大学のFDテーマ、講師
・学生調査の設問・分析方法

 IRデータの吟味・解釈
・窓口対応や履修・成績データの取り扱いを通したリサー
チクエスチョン（分析の切り口）の提案
・データの背景にある課題や改善の方向性に関する考察

 内部質保証の過程への関与
・3つのポリシーの文言確認、修正
・意思決定プロセス等の情報をもとにした工程表提案
・成案になる前の全学組織⇔各学部・学科等、教員組織⇔
事務組織の調整
・機関別認証評価、分野別認証評価に向けたデータ収集、
報告書案作成とそれらのコーディネート
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